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1

P6

３）歴史的経緯 和泉市は、丘陵・平野部を中心に弥生

時代の池上曽根遺跡などが・・・

和泉市は、弥生時代の池上曽根遺跡な

どが・・・

関係課の意見により修正。

2

P6

３）歴史的経緯 明治に入ると、綿花栽培の発展に伴

い、繊維工業などの地場産業も活発に

なり、自立した都市として発展してき

ました。

江戸時代には幕府の天領や伯太藩領と

なり特産の「和泉木綿」や農業の発展

により目覚ましい復興を遂げ、明治時

代には、綿織物やみかんづくりなどの

農業で栄えました。

関係課から「綿花栽培のピークは江

戸時代である」という意見を踏まえ

修正。

3

P6

４）土地利用 市内部に工場地が多くみられるのが特

徴の一つです。

市内部に工場地が多くみられました

が、最近は住宅地などへの転用が増え

ています。

関係課から「近年、工場は激減し、

住宅地等に転用されている」という

意見を踏まえ修正。

4

P11

４）下水道 平成２５年度の市街化区域の下水道普

及率は・・・

平成２５年度で下水道普及率は・・・ 関係課の意見により修正。

5

P15

第５次総合計画

【将来都市像】

（検討中） 未来に躍進！活力と賑わいあふれる

スマイル都市

第５次総合計画（案）で将来都市像

が示されたため。

6

P16

①都市構造の変化への対応

＜課題＞

・・・空き家の増加、ニュータウンの

オールドタウン化への対応などが必要

です。

・・・空き家の増加などへの対応が必

要です。

地域コミュニティの弱体化や空き家

の増加などは、ニュータウンのみで

はなく、既成市街地や農村集落にお

いても同様の課題があることから、

再度整理した。

7

P18

⑤自然環境や歴史文化遺産な

ど和泉市らしい個性を活かし

た景観づくり

＜課題＞

市の個性を彩る数々な歴史・文化資源

が豊富です。

市の個性を彩る歴史・文化資源が豊富

です。

関係課の意見により修正。

8

P19

⑦市民・事業者・行政の連携

によるまちづくりの推進

＜現状＞＜課題＞

地域住民の活動拠点であるリージョン

センター

市民活動拠点 都市拠点・地域拠点における地域住

民の活動拠点としての表現を再度整

理した。以降のページも同様に整

理。

9

P20

第５次総合計画

【将来都市像】

（検討中） 未来に躍進！活力と賑わいあふれる

スマイル都市

第５次総合計画（案）で将来都市像

が示されたため。
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10

P20

第５次総合計画

【将来都市像】

そして、市民は、安心を実感しつつ、

自分自身が希望するライフスタイルを

創造することができる和泉市に「ずっ

と住み続けたい」と思い、まちは、新

たな「魅力」を生み出しながら、みん

なの「笑顔」があふれる『選ばれる●

●都市』をめざします。

そして、市民は、安全・安心を実感し

つつ、新たな「まちの魅力」が創出さ

れ、活力と賑わいを享受することがで

きる和泉市に「ずっと住み続けたい」

と思う、みんなの「笑顔」があふれる

『スマイル（住まう・居る）都市』を

めざします。

第５次総合計画（案）で将来都市像

が示されたため。

11

P21

都市計画の目標 （キーワード）まちの個性、新たな魅

力とにぎわいの創出、安心、地域を越

えた交流、豊かなまちの資源

都市と自然の心地良さに人が集い、躍

進し続けるまち・和泉

第５次総合計画（案）で将来都市像

とまちづくりの方針が示されたこと

から、それらと都市計画の目標（サ

ブテーマ）に整合する都市計画の目

標を設定した。

12

P21

都市計画の目標

表下部の説明文

歴史的文化遺産 歴史文化遺産 本資料内に「歴史的文化遺産」と

「歴史文化遺産」が混在していたの

で、「歴史文化遺産」に統一。

13

P22

（３）和泉市の人口推計 （総合計画等と調整中）

素案検討資料のとおり

平成２７年１２月に「和泉市人口ビ

ジョン」が策定されたことを受け記

載。

14

P23

（４）将来都市構造 都市機能の中心的役割を果たす「拠

点」とそれらを結びつける「軸」、そ

の地域にふさわしい土地利用の方向を

示す「ゾーン」の３つの要素による都

市構造を設定します。

その地域にふさわしい土地利用の方向

を示す「ゾーン」、都市機能の中心的

役割を果たす「拠点」とそれらを結び

つける「軸」の３つの要素による都市

構造を設定します。

「拠点」「軸」「ゾーン」の説明順

を変更。

15

P23

（４）将来都市構造

①ゾーンの設定

本市の大きな土地利用の方向を定める

ゾーニングについては、すでに市街地

が形成されている、もしくは形成され

る予定の「市街地ゾーン」と集落と森

林、農地などの自然環境や自然的環境

からなる「自然共生ゾーン」を設定し

ます。

第５次和泉市総合計画（案）におい

て、土地利用の特性を踏まえて本市を

６つのゾーンに区分しています。豊か

な自然環境や歴史文化と都市機能が調

和した秩序ある土地利用の配置・誘導

を行い、より快適で利便性の高い都市

形成を図ります。

第５次総合計画（案）の「土地利用

構想」において、左記の６つのゾー

ンが示されたことから、都市マスに

おいても６つのゾーンを設定するも

の。
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16

P23

（４）将来都市構造

①ゾーンの設定　表中

「市街地ゾーン」

「自然共生ゾーン」

「既成市街地ゾーン」

「新市街地ゾーン」

「産業集積ゾーン」

「自然活用ゾーン」

「交流空間ゾーン」

「環境共生ゾーン」

第５次総合計画（案）の「土地利用

構想」において、左記の６つのゾー

ンが示されたことから、都市マスに

おいても６つのゾーンを設定するも

の。なお、各ゾーンの機能説明につ

いては素案検討資料のとおり。Ｐ２

６の都市構造図も修正。

17

P27

（１）土地利用方針

②基本方針　図内

田園里山地区 都市・自然交流地区 Ｐ２６の都市構造図におけるゾーン

設定で、当該地区が「交流空間ゾー

ン」となることや土地利用方針の考

え方（都市近郊、農地や山林などと

の調和、というキーワード）から地

区名を変更したもの。以降のページ

の地区名も同様に変更。

18

P28

●土地利用方針　図内

商業・業務地区

・・・、現在の都市機能の集積を活か

しながら商業・業務機能を中心に、行

政・公共サービス機能や文化・交流機

能、医療・福祉機能など様々な都市的

サービスが・・・

・・・、商業・業務機能を中心に、行

政・公共サービス機能や文化・交流機

能、医療・福祉機能など現在の都市機

能の集積を活かしながら、様々な都市

的サービスが・・・

文章を再度整理。

19

P31

（２）交通の方針

①基本的な考え方

土地利用計画 土地利用に関する計画 文章を再度整理。

20

P35

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　表内

一体的にホスピタルパークとして整備

を進める。

一体的に整備を進める。 関係課より意見。Ｐ３９の図内説明

文、Ｐ７１の「エ」の内容について

も同様に修正。

21

P36

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　２）

槇尾川上流部（槇尾川ダム計画跡地）

においては、府や大学などとの協働に

より、自然環境を活かした緑とのふれ

あい空間の整備を促進します。

槇尾川上流部においては、府や大学な

どとの協働により、自然環境を活かし

た緑とのふれあい空間を目指します。

第５次総合計画（案）における槇尾

川上流部に関する内容を踏まえ再度

整理した。

22

P36

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　３）

市街化調整区域の農地について

は、・・・

農地については、・・・ 営農環境づくりは、市街化調整区域

の農地に限った話ではなく、農地の

原則的な機能は農作物生産の場であ

るという考えを踏まえ、市内の農地

に関する内容として再度整理した。
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23

P36

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　３）

市街化区域の農地については、・・・ 市街地の農地については、・・・ 関係課より意見。第５次総合計画

（案）において、防災農地に関する

内容が位置づけられた。市街地の農

地においてその機能を想定している

ことから、再度整理した。

24

P36

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　３）

休耕地については、意欲ある農業者へ

の・・・

休耕地については、営農環境づくりを

進めつつ、意欲ある農業者への・・・

和泉市都市計画審議会委員より、休

耕地の原因として、営農環境が整っ

ていないため農業がしたくても出来

ないといった現状があることを踏ま

え、内容を検討するべきであるとい

う意見があったため、内容を再度整

理した。

和泉市都市計

画審議会委員

（農業委員会

より推薦）か

らの意見。

25

P37

（３）都市・自然環境及び歴

史文化遺産の方針

②基本方針　８）

・・・形成を図ります。

　農園や・・・

・・・形成を図ります。

　「ミュージアムタウン構想」を策定

し、久保惣記念美術館を中心とした周

辺地域を重点的に魅力の創出・発信を

行う地域として来訪促進につながる環

境づくりを図ります。

　農園や・・・

関係課より意見。総合計画で位置づ

けられている久保惣記念美術館を中

心とした「ミュージアムタウン構

想」を都市マスでも位置づける必要

があるため追記。

26

P41

（４）その他公共施設の方針

②基本方針　６）

市庁舎の整備に関する内容を追加。
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27

P42

その他公共施設の方針図 ・Ｐ４２の図に記載されている消防関

係の施設について、Ｐ４０～４１の

「（４）その他公共施設の方針」にお

いて詳細に記載されておらず、Ｐ４７

～４９の「（６）都市防災・減災の方

針」において記載されていることか

ら、Ｐ５０の「都市防災・減災の方針

図」へ移動。

・図内の引出し線については、これか

ら整備を進める施設のみにする。

・「泉北環境整備施設組合資源化セン

ター」「泉北ごみ焼却場」「いずみ霊

園」を図に追加。

・図に「平成２８年２月現在」と追記

（Ｐ５０の図も同様に）

・配水場を図に追記

関係課の意見により追記・修正。

28

P45

（５）市街地・集落及び寿環

境の方針

②基本方針　８）

８）オールドタウン化対策の推進

ニュータウンや住宅団地などの一部に

ついては、住民の高齢化や人口減少な

どが進みオールドタウン化しつつある

ことを踏まえ、空き家対策など・・・

８）ニュータウンなどの高齢化・人口

減少対策の推進

住民の高齢化や人口減少などが進行し

つつあるニュータウンなどの一部につ

いては、空き家対策など・・・

　和泉市の都市マス上、「ニュータ

ウン」の定義を大規模宅地開発区域

（新住宅市街地開発事業以外のまと

まった住宅開発地域も含む）が行わ

れた地域とした場合、都市マスがこ

れからの２０年の指標となるのであ

れば、ニュータウン以外の住宅地や

住宅団地もオールドタウン化対策が

必要であると考えられるため、全体

構想では「ニュータウン」という限

定的な言葉ではなく、「ニュータウ

ンなど」としたもの。

　なお、本資料内において「オール

ドタウン」という表現を使うことに

違和感を持つといった意見が和泉市

都市計画審議会委員よりあったあっ

たことから、「高齢化・人口減少」

という表現に置き換えた。以降の

ページも同様に整理。

29

P59

④地域の課題

１）都市・地域の拠点の課題

地域の拠点として機能を発揮していく

必要があります。

市民活動拠点として機能を充実してい

く必要があります。

都市拠点・地域拠点における地域住

民の活動拠点としての表現を再度整

理した。
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30

P59

④地域の課題

２）都市基盤・住環境の課題

・・・予想されることから、オールド

タウン化への対策が必要です。

・・・予想されることから、対策が必

要です。

　本資料内において「オールドタウ

ン」という表現を使うことに違和感

を持つといった意見が和泉市都市計

画審議会委員よりあったことから、

「オールドタウン」という単語を削

除。高齢化や空き家の増加への対策

が必要という意味は読み取れるた

め、問題ないと考える。

31

P59

３)地域の資源を活かしたまち

づくりの課題

池上曽根遺跡などの歴史的資源

が・・・

池上曽根遺跡や和泉黄金塚古墳などの

歴史的資源が・・・

関係課の意見により追記。

32

P61

⑥まちづくりの方針 イ　地域の活動拠点となる北部リー

ジョンセンターをめざします

・地域住民が集い、親しみの持てる場

として整備し、住民による交流のため

の活動の拠点として機能させていきま

す。

イ　北部リージョンセンターを市民拠

点として充実します

・北部リージョンセンターは、市民活

動拠点としての機能を有しており、あ

らゆる世代が気軽に利用できる施設で

す。今後も本施設の周知・アピールを

行い、さらなる北部地域住民の活発な

活動を促進し、本施設の持つ機能を十

分に発揮させるための取組みを行いま

す。

　和泉市都市計画審議会委員より、

「北部リージョンセンターは平成２

７年７月にオープンしているので、

『めざします』という表現を再考し

てみては？」と意見があった。

　公民協働推進室と調整し、内容を

再度整理した。

33

P61

⑥まちづくりの方針

ウ　住民の高齢化が進む住宅

団地において、より快適な生

活環境を整えていきます

・・・空き家対策や買い物難民対策な

どのオールドタウン化対策を検討しま

す。

・・・空き家対策や買い物難民対策な

どを検討します。

　本資料内において「オールドタウ

ン」という表現を使うことに違和感

を持つといった意見が和泉市都市計

画審議会委員よりあったことから、

「オールドタウン」という単語を削

除。高齢化や空き家の増加への対策

が必要という意味は読み取れるた

め、問題ないと考える。

34

P64

⑦土地利用の方針

〇沿道サービス地区

・国道２６号沿道については、・・・ ・国道２６号、（都）大阪岸和田南海

線沿道については、・・・

全体構想の土地利用方針図と整合す

るよう、沿道サービス地区に

「（都）大阪岸和田南海線」を追

加。Ｐ６５のまちづくり方針図も大

阪岸和田南海線沿道部分を修正。
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35

P74

⑦土地利用の方針 〇その他

・槇尾川沿いなどに・・・

・（都）大阪岸和田南海線、和泉中央

線沿道については、市民生活の利便性

を高める地区として、商業・業務、そ

の他産業機能が集積する地区の形成を

図ります。

〇沿道サービス地区

・（都）大阪岸和田南海線、和泉中央

線沿道については、市民生活の利便性

を高める地区として、商業・業務、そ

の他産業機能が集積する地区の形成を

図ります。

〇その他

・槇尾川沿いなどに・・・

沿道サービス地区に関する内容が

「〇その他」の中に含まれていたた

め、構成を再度整理。Ｐ７５のまち

づくり方針図に沿道サービス地区が

記載されていなかったため修正。

36

P83

⑥まちづくりの方針

エ　ニュータウンなどの計画

的な住宅地では、良好な住環

境の維持向上のための取組み

を進めます

住民の高齢化や人口減少などが進む、

光明台や青葉台、緑ケ丘などの住宅地

では、・・・

住民の高齢化や人口減少などが進む

ニュータウンでは、・・・

　和泉市都市計画審議会委員からの

意見を踏まえ、具体的な地名を記載

せず、まとまった住宅開発地域を表

す「ニュータウン」という表現で再

度整理した。

　なお、地域別構想「中部地域」に

おいては、特にニュータウン地域に

おいて本内容が課題であるとの声が

強かったため、「ニュータウンな

ど」という表現ではなく「ニュータ

ウン」としたもの。

37

P83

⑥まちづくりの方針

エ　ニュータウンなどの計画

的な住宅地では、良好な住環

境の維持向上のための取組み

を進めます

・・・地区の状況に応じたオールドタ

ウン化対策を検討します。

・・・地区の状況に応じた対策を検討

します。

　本資料内において「オールドタウ

ン」という表現を使うことに違和感

を持つといった意見が和泉市都市計

画審議会委員よりあったことから、

「オールドタウン」という単語を削

除。高齢化や空き家の増加への対策

が必要という意味は読み取れるた

め、問題ないと考える。

38

P84

⑥まちづくりの方針

ク　農地を保全し、多面的に

活用します

・農地については、市街化調整区域で

は農産物生産の場として、営農環境の

保全を進めます。市街化区域の・・・

・農地については、農作物生産の場と

して営農環境づくりを進めつつ、保全

を図ります。市街地の・・・

営農環境づくりは、市街化調整区域

の農地に限った話ではなく、農地の

原則的な機能は農作物生産の場であ

るという考えを踏まえ、市内の農地

に関する内容として再度整理した。

（No.22、No.23、No.24参照）
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39

P86

⑦土地利用の方針 〇沿道サービス地区

・和泉中央線沿道については、市民生

活の利便性を高める地区として、商

業・業務、その他産業機能が集積する

地区の形成を図ります。

全体構想の土地利用方針図と整合す

るよう、「沿道サービス地区」に関

する記述を追記。Ｐ８７の方針図

も、和泉中央線沿道を沿道サービス

地区として修正。

40

P87

まちづくり方針図 光明台や青葉台、緑ケ丘などでのオー

ルドタウン化対策

ニュータウンの地区の状況に応じた高

齢化・人口減少対策

　和泉市都市計画審議会委員からの

意見を踏まえ、具体的な地名を記載

せず、まとまった住宅開発地域を表

す「ニュータウン」という表現で再

度整理した。

　なお、地域別構想「中部地域」に

おいては、特にニュータウン地域に

おいて本内容が課題であるとの声が

強かったため、「ニュータウンな

ど」という表現ではなく「ニュータ

ウン」としたもの。

41

P96

３）ク 南部リージョンセンターは、地域の交

流活動拠点としての機能を有するとと

もに、道の駅も併設されており、地元

農産物やその農産物を使用した加工品

などの販売も行っています。地域活性

化の拠点として、本施設のもつ機能を

更に発揮させるための取組みを継続し

て行っていきます。

南部リージョンセンターは、市民活動

拠点としての機能を有するとともに、

地域活性化の拠点として道の駅も併設

されており、地元農産物やその農産物

を使用した加工品などの販売も行って

います。本施設のもつ機能を更に発揮

させるための取組みを継続して行って

いきます。

都市拠点・地域拠点における地域住

民の活動拠点としての表現を再度整

理した。

42

P96

⑦土地利用の方針

〇自然共生地区

槇尾川ダム計画跡地 槇尾川上流部 第５次総合計画（案）における槇尾

川上流部に関する内容を踏まえ再度

整理した。なお、Ｐ９８の図内説明

文も同様に修正。

43

P99～105

Ⅳ取組みテーマ別構想 案を新規で策定

44

108

（３）まちづくり活動の主体

づくり

近年、・・・ これまでの地域のまちづくりについて

は、地縁型組織である町会・自治会な

どが主な中心的役割を果たしてきまし

たが、近年・・・

第６回策定委員会での「地縁型組織

を考慮して検討してはどうか」とい

う意見を踏まえ、追記。



主な修正対応一覧表

平成２８年２月２４日

第７回和泉市都市計画マスタープラン策定委員会

NO.

ページ

（変更後）

項目

（変更後）

変更前

（第６回策定委員会資料）

変更後 変更の理由 備考

45

P108

（３）まちづくり活動の主体

づくり

これらの活動を支える和泉ボランティ

ア・市民活動センター「アイ・あいロ

ビー」の活用などにより、市民主体の

まちづくり活動の活性化を図ります。

今後も引き続き、町会・自治会などを

地域のまちづくりの中心的な担い手と

して位置づけつつ、多様なまちづくり

活動を支える和泉ボランティア・市民

活動センター「アイ・あいロビー」や

地域社会へ還元できるカリキュラムで

構成する「いずみ市民大学」、学習と

ふれあいを通し生きがいづくりを育む

「年輪大学」「年輪大学院」などの活

用により、市民主体のまちづくり活動

の活性化を図りましょう。

　第６回策定委員会での

・「地縁型組織を考慮して検討して

はどうか？」という意見を踏まえ追

記。

・「和泉市特有の施策を入れれない

か？」という意見を踏まえ、庁内照

会を行い、施策を追加。

・「地域別構想の協働の取組みのよ

うに「～しましょう」という表現に

してはどうか？」という意見を踏ま

え修正。

　

46

P108

（３）まちづくり活動の主体

づくり

これらのリーダーとなるまちづくりの

担い手の育成を図ります。

まちづくりの担い手の育成を図りま

しょう。

　まちづくりの担い手として、少数

の特定の住民をを育成するより、多

数の地域住民がまちづくりの担い手

として育成することとの方が重要で

あるため、「リーダー」という表現

を削除。

　また、第６回策定委員会での「地

域別構想の協働の取組みのように

「～しましょう」という表現にして

はどうか？」という意見を踏まえ修

正。

47

P108

（４）市民主体のまちづくり

活動の支援

（愛称：ちょいず）」）など、多様な

市民のまちづくり活動を・・・

（愛称：ちょいず）」）や地域住民や

関係機関が集まって情報交換や課題を

定期的に話しあう「協議の場づくり」

などにより、多様な市民のまちづくり

活動を・・・

第６回策定委員会での「和泉市特有

の施策を入れれないか？」という意

見を踏まえ、庁内照会を行い、施策

を追加。

48

P108

（４）市民主体のまちづくり

活動の支援

４つのリージョンセンター ４つの地域それぞれに市民活動拠点 都市拠点・地域拠点における地域住

民の活動拠点としての表現を再度整

理した。


